
2013年3月７日 

公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団 

 

「平成２４年度 第３０回研究助成金贈呈式」を開催 

「研究助成金」受領者15名、「国際交流援助」受領者16名、 

「矢崎学術賞」受賞者2名を決定 

「特定研究助成」は、非接触生体情報センサに決定 

 

公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団（理事長：尾崎 護、所在地：東京都港区）は平成24

年度の「研究助成金」受領者15名「国際交流援助」受領者16名「矢崎学術賞」受賞者2名を決定

しました。 

 

 昭和58年以来、科学技術の推進を目的として「研究助成」事業を行ってまいり、当年度で30回

目の助成となりました。「エネルギー」「新材料」「情報」の3分野を対象領域とし、研究の独創

性に重点を置いて選考されています。「一般研究助成」（助成金200万円）と、特に若手研究者を

対象とした「奨励研究助成」（同100万円）、および平成12年から当財団が特定したテーマにふ

さわしい研究を助成する「特定研究助成」（同1,000万円）を行っています。また、国際的な学会

で論文や共同研究発表をする際の渡航費を「国際交流援助」事業で助成しています。 

 

今年度は、「一般研究助成」には88件の応募があり、審査の結果、光電子工学の分野でグラフ

ェンナノ構造を用いた超高感度電磁波検出器の実現をめざす研究の 町田 友樹（ﾏﾁﾀﾞ ﾄﾓｷ）東京

大学生産技術研究所准教授はじめ5名に決定しました。 

「奨励研究助成」は、54件の応募の中から、誘電率等の値を制御した人工物質（メタマテリアル）

を利用した新たな光通信受信器の研究の 雨宮 智宏（ｱﾒﾐﾔ ﾄﾓﾋﾛ）東京工業大学量子ナノエレク

トロニクス研究センター助教はじめ9名が決定されました。 

 

「特定研究助成」は、領域a「機械が人間に合わせる人間の負担がないヒューマン・マシン・イン

タフェース技術」および、領域b「食糧生産力を高度化し、かつ環境と調和する持続型技術」の特

定されたテーマに計21件の応募があり、領域aで応募され、被験者の負担を軽減する非接触のモ

バイル型生体磁気センサモジュールの研究の 内山 剛（ｳﾁﾔﾏ ﾂﾖｼ）名古屋大学大学院工学研究科

准教授に決定しました（次ページ研究概要資料参照）。 

 

また、「矢崎学術賞」は、過去に当財団から研究助成を受けた研究者の中から、優れた成果を   

あげられた研究者に贈っており、功績賞は、石原 一彰(ｲｼﾊﾗ ｶｽﾞｱｷ)名古屋大学大学院工学研究科

教授に、奨励賞は、高橋 和貴（ﾀｶﾊｼ ｶｽﾞﾉﾘ）岩手大学工学部電気電子・情報システム工学科教授

に決定しました。 

 

贈呈式は、3月7日午前11時30分より、東京都港区の東京プリンスホテルにて開催しました。 

「研究助成」「国際交流援助」「矢崎学術賞」の各対象者の詳細は、以下の通りです。 
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「特定研究助成」受領者の研究概要 
 

生体情報を非接触で計測するためのモバイル型超高感度磁気センサモジュールの開発 

 

名古屋大学大学院工学研究科 

内山 剛 

 

[背景]生体情報を用いて人間の体調や気分を認識する技術があるが、従来の脳波計等による計測方法では

皮膚に直接電極を張り付ける必要があり、被験者に負担を与える要因となっていた。また磁気センサを用い

た非接触での生体磁気信号の計測が考えられてきたが、生体磁気信号は周辺磁気ノイズ（地磁気、環境磁気

雑音等）と比較してとても微小であり、現在広く用いられている超伝導量子干渉磁力計（SQUID）による測定

では電磁シールドや冷却装置等の大規模な測定機器が必要であり、簡便な測定が困難となっていた。 

[研究内容]本研究では、アモルファス磁性ワイヤを用いたマイクロ磁気センサを用いて、特殊な測定環境

を必要としない通常環境下での微小磁界を計測するセンサモジュールを開発し、非接触での生体磁気信号の

検出および検出信号を用いた被験者の体調、気分などの状態の検出を目的とする。センサモジュール開発の

ために必要となる磁気センサの測定感度向上を目指し、素子パラメータの最適化及び周辺システムの高度化

を行う。さらにモジュール化に向けて必要となるセンサ周辺回路の小型化を目指し、センサヘッド基板の精

密加工と集積加工に最適な回路設計及び基板化を行う。 

[モバイルヘルスケア]下図には、本研究の成果の活用が期待される分野を示す。すなわち、モバイル型超

高感度磁気センサモジュールにより、被験者に負担を与えず容易に生体情報の測定が可能になり、日常生活

内で使える生体情報測定器具として、セルラーネットワークとインターネットを介して家庭と専門医師を繋

ぐことにより、きめ細やかなヘルスケアサービスの実現が期待できる。日常的に測定した生体情報を用いた

健康管理としては、例えば、脳波を用いてアルツハイマー病などの認知症のケアに簡便に利用できる可能性

がある。さらに、日常生活中の心臓の活動を長時間にわたってモニタリングすることで、朝晩の比較的心身

安静時に出やすい一過性の不整脈や、日中活動中に起こりやすい虚血性心疾患などの症状の検出にも有効と

考えられる。また、センサモジュール化により、任意の複数個所の生体情報検出が容易となれば。ヒューマ

ン・マシン・インタフェース分野への応用が拡がる。 
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以上 

 

 

＜この件に関するお問い合わせ先＞ 

公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団 

ＴＥＬ．０３－５５０１－９８３１ 

矢崎総業株式会社 広報部 

ＴＥＬ．０５５－９６５－３００２ 

 

◎財団概要 

 名  称：公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団 

 理事長 ：尾崎 護 

 所在地 ：〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-13-3 虎ノ門東洋共同ビル6階 

 電  話：０３－５５０１－９８３１ 

 設  立：昭和５７年１２月１５日（矢崎総業㈱の創業４０周年を記念して設立） 

目  的：科学技術にかかる研究開発の助成と振興を図り、公益の増進と活力ある社会の 

実現に資することを目的とします。 

 基本財産：９億５，４１０万円（2012年3月31日現在） 

 主務官庁： 内閣府 

事業活動： 

「研究助成」 

・独創性に重点を置き、「エネルギー」「新材料」「情報」の３分野を対象領域とし

ています。 

・助成の種目は「一般研究助成」と、若手研究者のための「奨励研究助成」及び平成

１０年度から新設された特定のテーマに関する「特定研究助成」があります。 

・一般研究助成金は１件について２００万円、奨励研究助成金は１件について１００

万円を基準とします。また、特定研究助成金については、１件につき１，０００万

円が基準となります。 

・昭和５８年度に第１回助成を行い、平成２４年度で第３０回となります。 

   「国際交流援助」 

・国際研究集会に出席し、研究の発表、講演等を行い、もしくは国際共同研究のため

に先方より招聘されている研究者に対し、旅費を援助するもので、出張先の地域に

よってその都度査定します。 

   「矢崎学術賞」 

・研究助成金受領者の研究報告書に基づき、優秀な成果に対して贈ります。 

・平成９年度より「功績賞」と、若手研究者を対象とした「奨励賞」とに分けて表彰

しています。 
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